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◎広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、総社市への思い、あなたの身近な出来事
など好きなことをお書きください。絵も受け付けています。

今 月 の 表 紙

おたより待ってます

自然観察会に参加した子ど
もたち。オタマジャクシやヤ
ゴを追う。

■潮干狩りに行った。アサリ
を食べると、貧血や精力増強、
皮膚疾病の防止につながると
いう。調理方法もいろいろ。
採ったアサリは酒蒸しに、味
は格別だった。
■今年の雪舟フェスタでは、
花火が打ち上げられる。子ど
ものように今からウキウキし
ている私。お天とう様、晴れ
ますように･･･！
■毎年のことだが、４月は行
事がいっぱい。久々にリバー
サルフィルムでも撮った。現
像があがるまでのドキドキ感、
デジカメにはない感動がそこ
にはある。

※投稿いただいた記事は紙面の都合上一部編集させて
いただくことがあります。あらかじめ御了承ください。

編 集 後 記

市図書館 か ら の 
　　　 お 知 ら せ 

読者のページ 

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します 

［今月の催し物］

古川日出男・著　文芸春秋

●おとぎのへや
日時 ６月２日g、午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●おはなしのへや
日時 ６月９日g、１６日g、いずれ

も午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●このゆびとまれ
（乳幼児のための読み聞かせ）

日時 ６月２６日c、午前１０時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●アニメのへや
日時 ６月２３日g、午後３時から
内容 アニメの上映

●りんご読書会
日時 ６月２０日d、午後２時から
内容 『沖で待つ』 糸山秋子・著　

な によりも大切なこと
あさのあつこ・著　ＰＨＰ研究所

友だち・将来の夢・恋愛・自分のこ
と・・・。『バッテリー』『ありふれた風
景画』『えりなの青い空』など多数の著
作のなかから、１０代の少年少女に届け
たい言葉を集めたメッセージブック。

サ マーバケーションＥＰ

分野 書　　　　名 著者・出版社名

歴史　高松塚古墳は守れるか

毛利和雄・著　日本放送出版協会

歴史　武士道考　 谷口眞子・著　角川学芸出版

法律　図解でわかる民事訴訟法

高野泰衡・著　日本実業出版社

社会　中越大震災自治体の叫び 関広一・著　ぎょうせい

生物　進化で読み解くふしぎな生き物 技術評論社

生物　ひとりぼっちのジョージ

ヘンリー・ニコルズ・著　早川書房

科学　マンモスを科学する　 鈴木直樹・著　角川学芸出版

医学　アレルギーっ子の入園・入学安心マニュアル

佐守友仁・著　農山漁村文化協会

技術　成功事例が教える一人でできる個人発明で儲ける方法

平井工・著　日刊工業新聞社

料理　名人の梅干し・梅料理　藤巻あつこ・著　家の光協会

料理　パンで幸せ三昧　 集英社

芸術　西洋絵画の楽しみ方完全ガイド　 池田書店

文学　ドラマデイズ　 吉野万理子・著　角川書店

文学　となりの姉妹　 長野まゆみ・著　講談社

文学　陪審法廷　 楡周平・著　講談社

文学　おねだり女房　 宮本昌孝・著　講談社

文学　千年樹　 萩原浩・著　集英社

文学　桂昌院藤原宗子　 竹田真砂子・著　集英社

文学　ああ正妻　 姫野カオルコ・著　集英社　

文学　変身　 嶽本野ばら・著　小学館

文学　朝日のようにさわやかに　 恩田陸・著　新潮社

文学　１０００の小説とバックベアード

佐藤友哉・著 新潮社

［今月の新刊］ ［自動車文庫巡回日程］

問い合わせ 市図書館（1(3４４２２） 開館時間 ９：００～１８：００
休館日 ６月４日、１１日、１８日、２５日

月日（曜） 駐車場名 駐車時間

６月３日A 日羽公民館　 10:30～11:10

西公民館新本分館　 14:00～14:30

中央公民館総社北分館 15:00～16:00

６月５日C 東公民館服部分館　　 15:00～15:30

６月６日D 昭和公民館下倉分館　 15:30～16:00

６月７日E 昭和出張所　 14:00～14:30

清梁園　 15:00～15:30

６月９日G 常盤たんぽぽ児童クラブ 14:10～14:30

桃山団地集会所　 15:00～15:40

６月12日C 大谷公会堂　 14:30～15:00

西公民館秦分館　 15:30～16:00

６月13日D 東阿曽公会堂前　 14:30～15:00

東公民館阿曽分館　 15:20～16:00

６月14日E ＪＲ豪渓駅前 14:30～15:00

中央公民館池田分館　 15:30～16:00

６月15日F ゆめタウン　 15:00～15:30

西公民館神在分館　 15:35～16:15

６月16日G 山手公民館　 10:00～10:30

清音公民館　 11:00～11:30
６月17日A 旧ＪＡ三須支店　 10:30～11:10

槁集会所　 14:00～14:20

昭和公民館富山分館　 14:40～15:00

種井公会堂　 15:20～15:40

６月20日D 西公民館山田分館　 14:30～15:00

西公民館久代分館　 15:30～16:00

７日１日A 日羽公民館　 10:30～11:10

西公民館新本分館　 14:00～14:30

中央公民館総社北分館　 15:00～16:00

見
延
子
供
会
で
は
、
岡
山
自
動

車
道
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見
延
橋
に
４
月
２１

日
、
今
年
も
こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま

し
た
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大
き
さ
も
色
も
違
う
２５
の
こ

い
の
ぼ
り
が
、
優
雅
に
泳
ぐ
姿
は
、

壮
観
な
も
の
で
す
。

平
成
９
年
に
岡
山
自
動
車
道
が
開

通
。
そ
の
年
の
４
月
に
こ
い
の
ぼ
り

を
あ
げ
て
以
来
、
今
年
で
１１
回
目
で

す
。
す
っ
か
り
恒
例
行
事
と
し
て
定

着
し
ま
し
た
。

橋
げ
た
の
下
ま
で
は
約
７０
ｍ
の
高
さ

が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
プ
に
こ
い
の
ぼ
り

を
し
っ
か
り
と
く
く
り
、
大
人
２０
人
と

子
ど
も
２２
人
が
力
を
合
わ
せ
て
ロ
ー
プ

を
引
っ
張
る
と
、
天
に
登
る
よ
う
に
す

る
す
る
と
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。
７
ｍ

も
あ
る
こ
い
の
ぼ
り
で
も
、
あ
が
る
と

本
当
に
小
さ
く
見
え
ま
す
。
５
月
１２
日

ま
で
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
縦
一
列
に

泳
ぐ
の
は
め
ず
ら
し
い
よ
う
で
、
ド
ラ

イ
ブ
が
て
ら
見
に
来
る
人
も
い
る
よ
う

で
す
。

今
年
は
６
人
の
新
１
年
生
が
子
供
会

に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
い
の
ぼ
り
の

よ
う
に
仲
良
く
元
気
に
遊
び
、
健
や
か

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
田
博
彦
さ
ん
・
見
延
）

●

鬼
ノ
城
塾
は
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
１３
年
に
開
塾

し
て
以
来
、
ま
ち
づ
く
り
や
吉
備
文
化

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
鬼
ノ
城
の
麓

ふ
も
と
に

あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
、

鬼
ノ
城
や
古
代
吉
備
な
ど
を
テ
ー
マ
に

毎
年
６
回
程
度
、
講
義
を
開
い
て
き
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
吉
備
の
鉄
」。
６

回
の
講
義
を
通
じ
て
、
鉄
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
討
議
し
た
り
し
な
が
ら
、
１１
月

４
日
、
奥
坂
の
児
童
公
園
で
本
操
業
す

る
「
６
世
紀
の
古
代
た
た
ら
操
業
Ⅱ
」

（
総
社
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
関

連
事
業
）に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
た

た
ら
と
は
、
日
本
古
来
の
製
鉄
方
法
の

こ
と
。
今
回
の
た
た
ら
操
業
で
は
、
６

世
紀
の
製
鉄
炉
の
復
元
や
手
押
し
ふ
い

ご
で
の
送
風
、
鉄
鉱
石
の
使
用
な
ど
、

当
時
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
っ
て
、
鉄
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

今
年
の
第
１
回
目
の
講
義
は
４
月
２８

日
、
昨
年
度
の
鬼
ノ
城
の
発
掘
に
つ
い

て
、
担
当
し
た
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
大
橋
雅
也
さ
ん
か
ら
話
を
聞

き
ま
し
た
。
６
月
２３
日
に
は
、
た
た
ら

の
国
選
定
保
存
技
術
保
持
者
の
木
原
明

さ
ん（
島
根
県
）を
招
き
、
た
た
ら
の
神

髄
を
聞
く
講
義
も
開
き
ま
す
。

古
代
吉
備
の
繁
栄
の
礎

い
し
づ
えと
な
っ
た

鉄
。
塾
生
全
員
で
、「
こ
だ
わ
り
の
た

た
ら
」
の
成
功
に
向
け
、
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。（

林
正
実
さ
ん
・
西
阿
曽
）

鬼ノ城塾の講義の様子

みんなでロープを引く

井の頭公園に湧
わ

く水をたどりながら、
僕たちは海まで歩く。それは、永遠の夏
休みのはじまりだった。人と人がつなが
りあうミラクル。心地よい言葉のヴァイ
ブレーションが世界を輝かせる、おだや
かな熱に包まれる再生の物語。




